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巻 頭 言

極低温実験室の一隅にて

石 黒 政 一

この度,巻 頭言の依頼を受けなんの抵抗 もな くすんな り引受けて しまった。 もっと も,こ の頃は定年

を目の前にして何で もはいはい と素 直に承っている。 ところで,今 までに載せ られた巻頭言 を一 読 して,

は た と当惑して しまった。それぞれの先生方が大所高所 か ら折 目正 し く執筆 されている ものであって,

とても小生 などのつけ入 る一分の隙もない ものであったか らである。 今更の ように己の迂闊さを恥 じ,

竹 光ならぬ禿筆を握 りしめて悔 んでみたが,ど うにもなるものではなかった。そ こで,巻 頭言 としては

いささか ソフrで 私事に偏るもので ある ことを澄許 し願 うことにして,創 設 当初 より極低温実験室の一

隅にひっそ り住みつ き,狭 い視野で眺めて来た20年 の思い出とも感想 ともつかぬ ものを綴 ってみ ること

にした。

かって,年 の瀬 の忘年会で極低温の歌を唄います と,た だ 口をぱ くぱ くさせ,は いご く(極)低 音

(温)の 歌で御座いま した,と その場の 責め を逃がれたことがある。その ことを思い浮かべNさ さか困

惑 しなが ら創設当時の ことな ど思い 出してみた。御承知 の如 く極低温実験室がつ くられたのは今か ら約

20年 前の1958年 で あり,中 之 島,理 学部の裏庭である。この場所には,以 前,サ イクロ トロンや マ

グネ トロシ実験室が建 っていた。 当時,之 等の建物に出入 りする新進気鋭の物理学者 を追私達学 生(小

生 もその 中の一人であ った)の 目には羨望 とも希望 とも又満足 ともつかぬ一種異様な輝 きがあったよう

に思 う。そ れは,彼 等には無言の励 しであ り,又 誇 りで もあったことは確である。 この希望の シンボル

が戦後 消え行 く非運 に遭 遇するのである。その頃・何かのことで菊池先生の齢 部屋に伺い,原 子核の研究

には今は状勢が悪る過 ぎるのでは,と 申し上げ た ことがある。す ると,一 言惰性だよ,と は き棄てるよ

うに仰 ったことを覚えている。 とにか く希望の裏庭は荒廃し,一 時逼塞 したのであ る。 しかし,そ れか

ら数年鋒,永 宮先生や伊 藤先生の大変な御尽力で極低温 実験室がここに出来 上るのである。又そろ颯爽

たる研究者 の往来 が本館 との間に始まったことは,学 問研究 には勿論のことであるが,如 上の学生諸君

に.与えた影響は少なか らぬ ものがあった ことと思 う。その当時の伊藤研や関研の若い グループの方aの

澄刺 とした姿が今 も昨 目のことのよ うに 目に浮んで来 る。 当時,産 研は堺 にあ ったので,私 は週に1日

か2日 位 しか行けず,印 象も断片的であるが9コ リンズの液化機 の運転に終始取組んでお られた大阪酸

素の細川 さんや,万 事 にそつのない若 き千原 さんの際立 った存在 が印 象的で あった。 又伊藤研の藤本 さ

んや関研の菅さんに私の実験室の メンバーが随分お世話 になった ものである。澄 蔭で比較的短時 日で 自

記分光光度計に液体ヘ リューム用ク ライオス タッ トが セッ トされ,い とも簡単に低温のスペク トルが 自

動的 に撮 れるようになった。 この装置については,京 大の内田洋一先生がNaBr:T■ の スペク トルを

撮 られ,大 変便利だ と感心され,且 つ感謝された ものである。あながち診世辞だけではなかったように

思 う。その頃は誰 もが始めて液体ヘ リュームを手 懸けた頃で あ り,手 製,半 手製 のX線 廻折用や光学用

のメタルデュワーを澄互 に相談 し合って作った り,温 度測定のことを話 し合 った り,和 気あい あい何か
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楽 しそ うな雰囲気で あった。又4Heの 超 流動の手軽な実験 を試み,目 のあた りに見 る量子効果 にひ ど

く感心 した りしたものである。颯爽たる伊達 さんの登場 もこの頃の よ うな気がす る。思い出 と言えぱ可

笑 しな思い 出の一つに,女 子大 を出たばか りのUさ んが ドライァ イス温 度か ら更に温 度を下げ るため,

ドライアイス入 りの デュワーに勢いよ く液体窒素 を注 ぎ込んだ ことで ある。 液体水素は恐いが液体窒素

で も空気 中の酸素 をとり込む と油断 は出来 ない,と かかな り神経質 になっていた ときだけ に,こ の意表

をついた所業 に周 りは どきりと驚かされた ものである。化学 に無知な私 もなんだか心配 になって きた。

早速関先生に相談にいったが,先 生 もこの唐突な質問には面喰わ れた ようで あった。 中之 島時代の大 き

な事件と言えば第2室 戸台風による浸水 であろ う。私達は堺の木造が心配で,そ ちらに手 を配 り,安 心

しきっていた中之島です っか り裏をかかれた恰好になった。;水浸 しの分光装 置を眺めて一時は呆然 とし

たもので ある。 この浸水被害が引金とな り阪大の移転計画が もち上 り,や がて極低温実験室 も石橋地 区

へ移 って行 くことになるのである。

液体zk素 使用 を考慮してのあの波型の特異 な実験棟,そ の二階の一隅に,又 御好意に甘えて住みつ く

ことにな った。部屋 も前 よりはかな り広 く,お 蔭で低温 のスrレ ス効果や高圧力下の分光 に着手す るこ

とが出来 るようになった。石橋では,大 抵の低温実験は理学部や基礎工の本館で行われるようになり,

中之島時代のよ うに一つの建屋の 中で一 緒に寝起 きす るような雰囲気は最早な くなってしま った。やが

て昭和44年 の夏には吹田地区 にも三菱UL-150Eの ヘ リュー ム液化機が設置 され,工 学部,産 研 で

も低温 の実験が可能 とな り,私 達 もいろいろと澄世話 になった石橋地区か ら引 き揚げて来 ることになっ

た。 この頃になると方々の大学,研 究機 関に も液化機が動 くよ うにな り,46年 には極低温実験室はそ

のa極"を 削除 し,豊 中と吹田地区分室か らなる低温 センターに移行 したのである。吹田分室 も吉永先

生の御尽力で逐 次整備 され,共 同利用実験室 には100KG超 伝 導 マグネッ 』 ク ライオ ミニ,ヘ リュー

ム リークデテクター等が備 え られ,吹 田地区,特 に,工 学部 の液体ヘ リューム消費量が急速に上昇 して

いった。私達は ここで も文犬石 さん始め工学部の方 々に澄世話になっているのであって,産 研 も液化室

の運営に応分の澄手伝いをと思いなが ら未だ果せず,こ の ことでいつ も心に呵責を受けているのである。

籾て,昨 今,低 温 につながる研究の量 と多様性が急激に増 えて きて澄 り,又 低温エ学 の台頭 も悔 りが

たい ものが ある。更に独 自の使用 目的のためセンター以外に もヘリューム液化機が設け られ る趨勢になっ

て きた。今後,低 温 センターは,そ の運営にいろいろの問題 を抱 えることになるだろ う。それにして も,

数 部局にまたが り,=豊 中,吹 田両地 区に分れなが らも,そ の運営は今 日まで大変 円満 に推維 して来てい

る。伊藤先生が巻頭言の 中で希望 して澄 られるよ うに,私 達は この先 も君子 和不同 を心 がけてい きたい

ものである。つ い声に出してつま らぬことを嚇 ってしま った。寒 々しい想いである。
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